
 
 
 
 
 
 
 
 

■ プ ロ グ ラ ム  ■ 

 

 開会 １３：３０（１３：００開場） 

 

 

 『Active Senior（アクティブ シニア） 

～熟年の危機と生涯学習の処方箋～』 

   講師：三
み

 浦
うら

 清一郎
せいいちろう

 氏 
（生涯学習・社会システム研究者） 

 

 

 『高齢社会をどう生きるか―高齢者をどう支援すればいいのか？』 

登 壇 者：長谷川 進 一 氏（山口県健康・生きがいづくりアドバイザー連合会 健康・生きがいづくりアドバイザー） 

吉 冨 崇 子 氏（山口県地域消費者団体連絡協議会 副会長） 

林   義 高 氏（生涯学習グループながと絵画クラブ 代表） 

          田 中 隆 子 氏（高齢社会をよくする下関女性の会ホーモイ 代表） 

コーディネーター：三 浦 清一郎（生涯学習・社会システム研究者） 

 

平成19年 １月 28日（日） 
13：30 ～ 16：30（13：00 開場） 

 

 下関市社会福祉センター ４階 大ホール 
下関市貴船町 3-４-1 TEL.0832（32）2003 

              ■ 参 加 費 無料 

■ 申込方法 ①郵便番号②住所③氏名④電話番号⑤所属団体名 を明記の

うえ、往復はがき・FAX・Eメールのいずれかにて下記まで

お申込み下さい。 

                       ※定員：100名（先着順） 

〒                                      ■ 申込・問合先 751-0823 下関市貴船町 3-4-1 下関市社会福祉センター内 

社会福祉法人下関市社会福祉協議会 地域福祉課 あて 
TEL.0832(32)2003/FAX.0832(32)1522 

E-mail chiiki＠shimoshakyo.or.jp 

■ 主催 社会福祉法人下関市社会福祉協議会 高齢社会をよくする下関女性の会ホーモイ 
■ 後援 下関市 下関市教育委員会 財団法人山口県ひとづくり財団（予定） 山口県社会福祉協議会 

 

第― 平成１８年度下関市地域福祉ネットワーク事業 ― 

「団塊の世代よ集まれ！」 

～“よりよく生きる”ためのセカンドライフセミナー～  

特 別 講 演 13：40 

インタビュー・ダイアローグ 14：50

会場案内図  

 
 ＪＲ  下 関 駅 ：バスで10分 

下関インター：車で５分 

日 時

場 所

 



■  開 催 に あ た り  ■  

  

会社生活を長年過ごしてきた人が、定年退職を迎えたとき、心豊かな生きがいに満ちたセカンドライフを過ごしたい誰

しもが思います。実際に、仕事を求める人、家庭に入る人や地域活動やボランティア活動を始める人など様々です。 

本セミナーは、団塊の世代、定年退職後のサラリーマンや生涯学習、社会貢献に関心のある方を対象に、講演や地域社

会で活動されている方々の声を聞きながら、これからの生活をどうデザインするかについて考え、自分に合った退職後の

生き方を発見するための一助としていただくとともに、さらに、“よりよく生きる”ためには、これまでの会社人間から、

地域社会人間に変容しようとする時、何が必要なのかについて考えます。 

今回 生涯学習・社会システム研究者 三浦清一郎さんをお迎えし、団塊の世代論や熟年の社会参加の重要性等について

ご講演いただきます。また県内で先駆的に活動されておられる方々をお招きし、インタビュー・ダイアローグを行います。 

退職後“よりよく生きる”ためにはなにが必要なのか･･･。団塊当事者のみならず、世代を超えた多くの皆様のご来場

をお待ちしております。 

 

  特別講演                  Seiichirou Miura 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  インタビュー・ダイアローグ             Symposist 
 長谷川 進 一 氏（健康・生きがいづくりアドバイザー）  吉 冨 崇 子 氏（山口県地域消費者団体連絡協議会副会長） 

 

 

 

 

 

 林   義 高 氏（生涯学習グループながと絵画クラブ代表 ） 田 中 隆 子 氏（高齢社会をよくする下関女性の会ホーモイ代表） 

 

 

 

 

 

 

                ＦＡＸ番号 ０８３２－３２－１５２２ 

郵便番号・住所 氏名 

電話 E-mail 〔所属等〕 

 

講師 三 浦 清一郎 氏（生涯学習・社会システム研究者）

●プロフィール 

文部省、福岡教育大学教授、九州女子大学／九州共立大学副学長を経て現職。 

長崎県壱岐市の「タフな子どもを育てるモデル事業」、福岡県豊津町「豊津寺子屋」、 

山口県「中央指導者養成講座」など学校や自治体などの顧問・相談役として活動中。 

月刊生涯学習通信「風の便り」に２００７年問題論文を執筆中。 

 長年の会社勤めを終え、平成 17 年 7 月産業能率大学通

信教育学部に入学し、健康・生きがいづくりアドバイザー

資格を取得。現在は県セミナーパークで生涯学習活動プラ

ンナー養成講座を受講し、シニア向け生涯学習教室“きら

めき塾”を開講。 

山口県消費生活研究会（消費者問題）、阿東･山口･小郡地

域環境パートナーシップ会議（環境保全・環境創造）等に

所属。 ①人権の視点を大切にする、②ネットワーカーと

しての役目を果たす、③生涯学習を「まちづくり」に活か

すことを大切にされながら活動されている。 

会社役員を退任後、地域のためにボランティア活動を積

極的に行う。ながと絵画クラブの代表を務めながら、現在

「地域寺子屋塾」を長門で立ち上げることに現在尽力され

ている第一人者。 また、長門ＦＭ放送局アクアのシルバ

ーDJ として週３時間担当をされている。 

高齢社会をよくする下関女性の会ホーモイ代表。下関市

で介護予防及び男女共同参画社会の実現に向けて活躍中。

さらには幅広い視点から生涯学習社会の実現に向けて尽

力している。下関市を活性化したいという熱い想いを実践

活動をとおして浸透させている。 

参加申込用紙（ＦＡＸ用） 


